


「
素
読
の
す
す
め
　
三
字
経
」

　
令
和
二
年
十
二
月
に
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
進
脩
塾
の
事
業
活
動

を
記
念
し
て
、茲
に「
素
読
の
す
す
め
　
三
字
経
」を
発
行
す
る
こ
と
を
関

係
者
各
位
と
ご
一
緒
に
お
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
資
料
は
、
故
田
代
敬
二
会
員
の
遺
稿
に
基
づ
く
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
教
本
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
青
少
年
へ
の
教
材
と
し
て
活
用
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　
し
か
し
、
該
事
業
に
お
け
る
立
役
者
で
あ
り
、
偉
大
な
先
達
で
あ
り
ま
し
た
田
代
敬
二
会
員
を

失
い
ま
し
た
こ
と
は
、
当
会
に
と
り
甚
大
な
損
失
で
あ
る
と
同
時
に
慚
愧
に
耐
え
な
い
も
の
で

あ
り
、
本
事
業
の
画
龍
点
睛
を
欠
く
と
の
想
い
で
す
。

　
紙
面
を
拝
借
し
て
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
公
益
財
団
法
人
忍
郷
友
会
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
に
公
益
財
団
法
人
の
認
可
を
受
け
、

新
た
な
歩
み
を
始
め
て
お
り
、
公
益
事
業
の
柱
で
あ
る
進
脩
塾
事
業
は
、
行
田
市
の
一
般
市
民
及

び
青
少
年
を
対
象
と
し
て
そ
の
活
動
を
浸
透
さ
せ
て
参
り
ま
し
た
。

　
一
灯
照
偶
の
思
い
で
実
践
可
能
な
事
業
推
進
し
、
で
き
る
こ
と
を
着
実
に
展
開
し
て
参
る
こ
と

は
不
変
で
あ
り
ま
す
。

　
申
す
ま
で
も
な
く
、
当
会
事
業
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
令
和
三
年
六
月
五
日
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友
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藩
校
教
育
を
現
代
に
活
か
す

忍
藩（
行
田
市
）三
つ
の
教
育
の
場
の
推
移

�

忍
郷
友
会
理
事
・
進
脩
塾
主
幹
　
田
代 

敬
二
　

一
．
民
間
教
育
の
場
・�

�

古
典
講
座
「
進
脩
塾
」
設
立

　

バ
ブ
ル
絶
頂
期
に
あ
っ
た
昭
和
六
十

年
代
初
頭
、
日
本
社
会
は
各
所
に
精
神

文
化
の
凋
落
を
露
呈
し
つ
つ
あ
っ
た
。

憂
慮
す
べ
き
風
潮
の
中
で
、
隣
接
す
る
吹

上
町
に
有
志
の
手
に
よ
り
東
洋
思
想
講
座

が
開
講
し
た
。
招
か
れ
て
参
加
し
た
我
々

は
、
そ
こ
で
始
め
て
「
大
学
」
に
接
し
、

長
年
に
亘
っ
て
頭
の
中
を
し
め
て
い
た
迷

妄
が
一
度
に
晴
れ
る
思
い
が
し
た
。
参
加

し
た
同
志
の
中
に
は
当
時
の
行
田
商
工
会

議
所
会
頭
清
水
孝
男
氏
の
姿
が
あ
っ
た
。

十
数
回
、
同
講
座
に
通
う
う
ち
会
頭
が

「
街
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
だ
。
人
づ

く
り
は
我
づ
く
り
だ
。
こ
の
修
己
治
人
の

勉
強
塾
を
行
田
市
に
も
作
ろ
う
じ
ゃ
な
い

か
」
と
提
案
さ
れ
た
の
で
早
速
行
田
市
に

お
け
る
古
典
講
座
開
講
の
動
き
が
活
発
化

し
た
。
塾
の
名
称
・
会
場
・
時
間
な
ど
審

議
が
進
む
中
、
松
下
村
塾
の
絵
図
面
を
持

ち
込
ん
だ
メ
ン
バ
ー
が
居
り
、
彼
は
こ
う

言
っ
た
。
「
松
下
村
塾
に
学
べ
を
合
言
葉

に
し
て
呼
び
か
け
て
見
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
」
。
迂
闊
に
も
私
は
こ
の
話
に
乗
り
、

㈶
忍
郷
友
会
の
理
事
会
の
折
計
画
を
提
案

し
た
。
こ
の
時
、
忍
郷
友
会
第
三
代
会
長

（
忍
藩
主
第
十
五
代
当
主
）
松
平
忠
晃
公

は
こ
れ
を
聞
き
「
松
下
村
塾
は
長
州
で

し
ょ
う
。
こ
こ
に
は
進
脩
館
が
あ
り
ま
す

よ
。
そ
れ
を
言
う
な
ら
進
脩
館
に
学
べ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
申
さ
れ
た
。
こ
の

一
言
が
決
め
手
と
な
り
、
名
称
は
忍
藩
藩

校
「
進
脩
館
」
か
ら
二
字
を
頂
い
て
進
脩

塾
と
し
た
。
行
田
商
工
会
議
所
会
頭
清
水

孝
男
氏
が
発
起
人
と
な
っ
て
、
進
脩
塾
開

設
に
つ
い
て
の
趣
意
書
が
起
草
さ
れ
、
塾

生
を
募
っ
た
。
平
成
二
年
十
二
月
二
日
、

同
憂
同
好
の
志
二
十
余
名
が
集
ま
っ
て
、

記
念
す
べ
き
第
一
回
講
座
が
開
か
れ
た
の

で
あ
る
。
学
ぶ
と
こ
ろ
は
四
書
五
経
の
中

「
大
学
」
、
講
師
は
郷
学
研
修
所
（
昭
和

全
期
を
通
じ
て
一
世
の
師
表
天
下
の
木

鐸
と
仰
が
れ
た
安
岡
正
篤
先
生
創
設
）
所

長
柳
橋
由
雄
先
生
、
会
場
は
行
田
市
商
工

セ
ン
タ
ー
。
毎
月
第
四
土
曜
日
の
夜
を
定

例
講
座
と
し
、
爾
来
今
日
ま
で
二
十
四
年

間
、
開
催
し
た
講
座
数
は
一
九
〇
回
を
超

え
る
。
内
容
も
「
大
学
」
「
中
庸
」
「
論

語
」
と
続
き
、
半
ば
に
し
て
講
師
の
柳
橋

先
生
は
卆
せ
ら
れ
た
が
、
後
は
荒
井
桂
先

生
に
引
き
継
が
れ
た
。
現
在
は
「
孟
子
」

及
び
「
講
孟
剳
記
」
を
教
材
と
し
、
単
な

る
知
識
吸
収
ば
か
り
で
な
く
〝
修
己
治

人
・
順
徳
強
化
〟
の
学
問
と
し
て
講
ぜ
ら

れ
、
且
つ
実
践
す
べ
く
聴
講
が
続
い
て
い

る
。
毎
回
三
十
余
名
の
受
講
者
が
あ
り
、

講
義
の
模
様
は
行
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

集
録
さ
れ
毎
月
数
回
に
わ
た
っ
て
放
映
さ

れ
て
い
る
。

二
．
公
民
共
催
の
場
・�

�

忍
藩
子
ど
も
塾
素
読
教
室

切
っ
掛
け
と
な
っ
た
漢
字
文
化
講
演
会

　

平
成
十
三
年
度
よ
り
㈶
忍
郷
友
会
は
、

漢
字
文
化
振
興
会
と
連
携
し
て
市
民
公
開

講
座
「
漢
字
文
化
講
演
会
」
を
年
一
回
開

く
よ
う
に
な
っ
た
。
演
題
と
し
て
は
／
漢

詩
の
魅
力
／
漢
字
の
成
り
立
ち
／
論
語
入

門
／
埼
玉
の
漢
字
／
白
楽
天
の
老
後
／
お

も
し
ろ
漢
字
ワ
ー
ル
ド
／
漢
字
の
面
白
さ

再
発
見
／
芳
川
波
山
の
漢
詩
／
栄
光
の
忍

藩
校
教
育
／
論
語
に
学
ぶ
家
族
の
あ
り
方

／
な
ど
な
ど
が
講
じ
ら
れ
た
中
で
、
昔
、

寺
子
屋
を
や
っ
て
い
た
市
内
の
旧
家
の
方

か
ら
、
当
時
使
用
し
て
い
た
教
本
「
三
字

経
」
の
提
供
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
の
発
見
を
機
に
〝
寺
子
屋
で
何
を
学
ん

だ
か
〟
を
テ
ー
マ
に
「
三
字
経
を
読
む
」

と
題
し
た
市
民
公
開
講
座
を
開
く
事
に

な
っ
た
が
、
講
演
会
の
効
果
を
よ
り
高
め

た
い
と
考
え
、
次
の
様
な
段
取
り
で
寺
子

屋
風
景
を
演
出
し
実
行
し
た
。
（
1
）
先

ず
、
市
内
有
力
幼
稚
園
に
出
向
き
、
趣
旨

を
説
明
し
て
充
分
な
理
解
を
得
た
上
で
、

素
読
の
体
験
学
習
を
行
な
わ
せ
て
も
ら
う

こ
と
に
し
た
。
（
2
）
父
兄
に
は
「
素
読
と

は
何
か
／
そ
の
効
用
と
体
験
学
習
の
す
す

め
」
と
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
。
（
3
）

チ
ラ
シ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
集
ま
っ
た

八
名
の
希
望
者
（
園
児
）
に
対
し
て
（
4
）

一
日
二
十
分
。
漢
詩
・
論
語
の
素
読
体
験

学
習
を
八
日
間
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
。

　

こ
う
し
た
準
備
を
重
ね
た
上
で
「
三
字

経
」
講
座
の
日
を
迎
え
た
。
講
座
に
先

立
っ
て
の
ぞ
ん
だ
素
読
発
表
を
観
た
父
兄

来
場
者
は
全
員
涙
し
、
会
場
は
感
動
の
嵐

に
巻
き
こ
ま
れ
、
称
賛
の
拍
手
が
鳴
り
止

ま
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
誰
よ
り
も
感
激
し
、
素
読
と

い
う
も
の
の
快
感
を
味
わ
っ
た
の
は
園
児

た
ち
自
身
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
子
ど

も
た
ち
に
、
体
験
学
習
の
終
わ
り
を
告
げ

た
時
、
八
名
の
園
児
た
ち
は
口
ぐ
ち
に
、

「
も
っ
と
や
り
た
い
、
も
っ
と
や
り
た

い
」
と
叫
ん
だ
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
子
ど
も
た
ち
の
声
に
押
さ
れ
て
、

進
脩
塾
素
読
教
室
が
開
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
会
場
と
し
て
は
忍
藩
校
に
縁
の

深
い
忍
城
址
公
園
内
行
田
市
郷
土
博
物

館
を
市
長
の
理
解
と
協
賛
を
得
て
解
放
し

て
も
ら
う
こ
と
が
決
っ
た
。
そ
し
て
平
成

十
七
年
四
月
よ
り
、
毎
月
第
一
、
第
二
、

第
三
土
曜
日
を
定
例
開
催
と
定
め
、
午
前

中
八
名
の
子
ど
も
た
ち
の
朗
々
た
る
論

語
・
漢
詩
素
読
の
声
が
響
き
わ
た
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

忍
藩
子
ど
も
塾
素
読
教
室
へ
と
改
称

　

平
成
二
十
三
年
度
よ
り
「
進
脩
塾
素
読

教
室
」
は
市
の
推
進
す
る
子
ど
も
大
学
の

施
策
と
合
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
市
教
育
委

員
会
と
の
共
催
事
業
と
な
り
、
塾
生
募
集

を
教
育
委
員
会
が
行
な
い
、
指
導
は
㈶
忍

郷
友
会
が
担
当
す
る
形
と
な
り
、
名
称
を

「
忍
藩
子
ど
も
塾
素
読
教
室
と
改
称
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
塾
生
募
集
の
点
で
大

変
有
効
に
働
き
、
そ
れ
ま
で
の
五
年
間
は

毎
年
数
名
の
入
塾
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も

の
が
こ
の
年
か
ら
、
一
挙
に
二
十
余
名
の

入
塾
生
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
現
在

は
、
初
級
組
、
中
級
一
組
、
中
級
二
組
、

上
級
組
の
四
ク
ラ
ス
が
あ
り
、
五
名
の
指

導
員
（
い
づ
れ
も
㈶
忍
郷
友
会
々
員
）
が

指
導
に
当
っ
て
い
る
。
昨
年
よ
り
、
中
級

一
組
～
二
組
の
指
導
に
は
い
づ
れ
も
今
は

中
学
生
と
な
っ
た
第
一
期
生
、
第
二
期
生

が
一
部
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
「
兄
弟
相

共
に
学
ぶ
」
の
塾
風
が
育
ち
つ
ゝ
あ
る
こ

と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

天
眼
寺
親
子
素
読
教
室

　

他
に
も
㈶
忍
郷
友
会
で
は
（
東
京
都
台

東
区
谷
中
に
在
る
）
忍
藩
主
松
平
家
の
墓

所
天
眼
寺
の
協
賛
を
得
て
同
寺
の
壇
信
徒

（
※
松
平
家
旧
家
臣
が
多
数
）
及
び
そ
の

縁
者
の
方
々
に
回
状
を
廻
わ
し
て
希
望
者

を
募
り
平
成
二
十
四
年
度
よ
り
「
天
眼
寺

（
論
語
・
漢
詩
）
親
子
素
読
教
室
」
を
開

講
し
て
い
る
。

三
．
公
教
育
の
場

�

行
田
市
立
埼
玉
小
学
校
の
素
読
教
室

　

さ
い
た
ま
県
名
発
祥
の
地
行
田
市
埼
玉

地
区
は
、
古
代
、
中
世
、
近
世
の
史
蹟
、

伝
説
、
史
話
な
ど
貴
重
な
伝
承
文
化
の
息

づ
く
地
域
で
あ
る
。

　

市
立
埼
玉
小
学
校
は
そ
の
中
程
に
位
置

し
、
幾
多
の
俊
秀
を
輩
出
し
た
伝
統
あ
る

学
校
で
あ
る
。
そ
の
第
二
十
七
代
、
長
原
順

子
校
長
は
、
忍
藩
子
ど
も
塾
の
動
勢
を
伝

え
聞
き
、
朝
の
読
書
の
時
間
帯
を
い
か
し
て

素
読
教
室
が
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
た
。



　

㈶
忍
郷
友
会
な
ら
び
に
忍
藩
子
ど
も
塾

と
学
校
側
三
者
で
相
談
・
協
議
の
結
果
ス

タ
ー
ト
し
た
の
が
埼
玉
小
学
校
素
読
教

室
で
あ
る
。
平
成
二
十
四
年
六
月
よ
り

忍
藩
子
ど
も
塾
か
ら
二
名
の
指
導
員
が
出

向
し
、
毎
週
水
曜
日
、
朝
八
時
十
分
か
ら

二
十
分
間
論
語
、
漢
詩
の
素
読
が
始
ま
っ

た
。
六
年
生
二
ク
ラ
ス
を
皮
切
り
に
～
一

年
生
ま
で
を
六
週
間
か
け
て
一
巡
し
、
こ

れ
を
繰
返
す
こ
と
と
な
っ
た
。
僅
か
二
十

分
間
で
あ
る
が
、
指
導
員
、
担
任
教
師
、

児
童
、
三
位
一
体
と
な
っ
て
声
を
張
り
上

げ
て
の
素
読
は
、
朝
の
爽
快
感
を
伴
い
予

期
し
た
以
上
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
翌

春
、
長
原
校
長
は
転
任
さ
れ
た
が
、
同
女

子
の
積
極
果
敢
な
素
読
教
室
へ
の
挑
戦

は
、
後
任
の
井
沢
一
博
校
長
に
引
き
継
が

れ
、
毎
週
水
曜
日
の
早
朝
に
は
校
内
の

隅
々
に
朗
唱
の
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
る
。

論
語
・
漢
詩
・
小
学
生
公
開
素
読
教
室

　

市
立
埼
玉
小
学
校
の
課
外
素
読
教
室
の

成
果
を
試
さ
れ
る
機
会
は
思
い
も
か
け
ず

早
く
訪
れ
た
。
第
十
二
回
全
国
藩
校
サ

ミ
ッ
ト
行
田
大
会
で
あ
る
。
同
大
会
の
行

事
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
忍
藩
子
ど
も
塾
と
埼
玉

小
学
校
児
童
参
加
に
よ
る
合
同
素
読
教
室

が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

を
受
け
て
急
遽
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
な
わ
れ

た
。

　

平
成
二
十
六
年
五
月
十
八
日
、
行
田
市

産
業
文
化
会
館
に
お
い
て
、
小
学
生
公
開

素
読
教
室
が
市
内
十
六
小
学
校
関
係
者

（
児
童
・
父
兄
・
教
育
関
係
者
）
を
前
に

盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

　

舞
台
上
に
は
忍
藩
子
ど
も
塾
生
四
十
余

名
埼
玉
小
児
童
百
余
名
が
上
が
り
、
合
同

で
論
語
、
漢
詩
を
斉
唱
す
る
壮
快
な
姿
が

あ
っ
た
。

〝
一
粒
の
麦
実
り
て
明
日
を
呼
ぶ
〟

　

平
成
十
七
年
二
月
、
市
内
幼
稚
園
の
一

室
で
、
八
名
の
園
児
に
よ
る
体
験
学
習
か

ら
始
ま
っ
た
素
読
教
室
は
「
も
っ
と
や

り
た
い
、
も
っ
と
や
り
た
い
」
と
い
う

園
児
の
声
に
押
さ
れ
て
開
講
し
た
も
の
で

あ
る
。
五
年
後
に
は
行
政
の
理
解
協
力
を

得
て
、
五
十
余
名
と
い
う
素
読
教
室
に
成

長
し
、
更
に
四
年
を
経
た
後
に
は
公
教
育

の
場
に
採
用
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
今

般
、
百
六
十
余
名
に
よ
る
公
開
素
読
教
室

の
開
催
と
い
う
事
実
（
一
石
）
は
そ
の
波

紋
が
市
内
十
六
校
に
ま
で
広
が
ろ
う
と
し

て
い
る
。

　

今
回
特
筆
す
べ
き
は
、
公
開
素
読
教
室

並
に
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
合
同
素
読

教
室
に
お
い
て
、
声
高
ら
か
に
朗
唱
を
指

導
し
て
い
る
の
が
、
あ
の
幼
な
か
っ
た
園

児
の
成
長
し
た
姿
で
あ
る
と
い
う
事
で
あ

る
。
正
に
〝
一
粒
の
麦
、
実
り
て
明
日
を

呼
ぶ
〟
の
感
懐
を
覚
え
る
こ
と
し
き
り
な

も
の
が
あ
る
。

　

最
後
に
、
一
般
社
団
法
人
漢
字
文
化
振

興
協
会
々
長
石
川
忠
久
先
生
が
、
こ
の
忍

領
の
子
ど
も
た
ち
に
為
に
作
詩
さ
れ
た

「
忍
城
偶
城
」
を
記
し
て
結
語
と
し
た

い
。

忍
城
偶
成　

岳
堂
／
三
百
諸
候　

美
風
を

競
う
／
進
脩
の
名
古
し
武
州
の
中
／
児
童

齋
唱
す
先
賢
の
句
／
看
る
可
し　

郷
黌
化

育
の
功

参
考　

そ
の
他
の
活
動

一
．
論
語
か
る
た
取
り
大
会

　
　

Ｈ
19
・
20
・
21
年

二
．
漢
文
検
定
試
験

　
　

Ｈ
22
・
23
・
24
・
25
年

三
．
忍
藩
藩
儒
の
顕
彰
講
座

　

①
芳
川
波
山
の
生
涯
と
詩
業　

Ｈ
21
年

　

②
近
藤
棠
軒
先
生
の「
宋
名
臣
言
行
録
」

　
　

Ｈ
24
年

　

③
第
二
回　
　
〃　
　
「
宋
名
臣
言
行
録
」

　
　

Ｈ
25
年

四
．
素
読
教
本「
論
語
」「
漢
詩
」発
刊

五
．
素
読
教
本「
古
事
記
」発
刊
と
素
読
会

第
十
二
回
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
行
田
大
会

冊
子
よ
り
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編
集
後
記

三
字
経
と
は
、
中
国
宋
代
に
編
纂
さ
れ
江
戸
時
代
に
多
く
の
寺
子
屋
で
教
本
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
勉
強
す

る
こ
と
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
社
会
に
役
立
つ
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
と
人
間
学
を
説
い
た
書
物
。

三
文
字
三
文
字
の
対
句
で
一
章
、
し
か
も
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
暗
唱
で
き
る
な
ど
素
読
に
最
適
で
あ
り
、
古
典
を

学
ぶ
上
で
貴
重
な
書
物
で
す
。
こ
の
記
念
誌
は
、
明
治
初
期
ま
で
寺
子
屋
（
玉
松
堂
）
を
開
塾
し
て
い
た
子

孫
植
田
次
郎
先
生
か
ら
田
代
氏
に
贈
呈
さ
れ
た
「
和
綴
じ
本
」
を
も
と
に
素
読
の
教
材
と
し
て
復
元
さ
れ
ま

し
た
。
田
代
氏
の
遺
稿
に
お
い
て
、
漢
文
は
王
伯
厚
先
生
原
文
を
、
読
み
方
・
和
訳
は
で
き
る
限
り
字
音
字

訓
を
現
代
文
に
と
苦
心
さ
れ
た
お
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
田
代
氏
の
偉
業
を
讃
え
後
世
に
伝
え
た
く
、
進

脩
塾
三
十
周
年
記
念
誌
と
し
て
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

記
念
誌
発
刊
に
際
し
ま
し
て
、
郷
友
会
松
平
会
長
は
じ
め
会
員
の
皆
様
そ
し
て
特
に
三
十
年
間
進
脩
塾
を
公

私
共
に
支
え
て
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�

発
行
責
任
者
　
川
田
隆
生

進
脩
塾
創
設
三
十
周
年
記
念

素
読
の
す
す
め
　
王
伯
厚
先
生
編
　
三
字
経

令
和
三
年
六
月
五
日
　
発
行

著
者
　
　
　
　
田
代
敬
二

発
行
者
　
　
　
松
平
忠
昌

発
行
責
任
者
　
川
田
隆
生

発
行
所
　
　
　
公
益
財
団
法
人
　
忍
郷
友
会

〒
三
六
一
―
〇
〇
七
三

�

行
田
市
行
田
五
番
十
号
　
ス
リ
ー
ハ
ー
ト
ビ
ル
三
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
四
八
（
五
五
六
）
九
〇
〇
〇

印
刷
所
製
本
　
三
共
印
刷
株
式
会
社


